
 

 

定例記者会見発表事項 

 

区 分 施策の実施及び方針 ・ その他（イベント等） 

タイトル 村上市公営企業における健全な事業運営の在り方(答申) 

発表事項の概要 

村上市上下水道事業審議会の「上下水道事業の健全な事業運営の在り

方」における答申（概要） 

〇公営企業の現状 

上水道事業では、令和 4年度決算において純損失(赤字)が発生し、将

来の投資資金に充てる積立金が確保できなくなっている。また、簡易水道

及び下水道事業は、料金収入のみでは、施設等の維持管理費用を賄え

ていないため、一般会計からの繰入金に依存した経営が継続している。 

上下水道事業は、広大なエリアで分散的にインフラが構築されているた

め、保有する施設が多く、施設の維持メンテナンスコスト・資本費が割高と

なり、今後は老朽化施設の改修費用に多額の資金が必要と見込まれる。 

〇料金の在り方について 

現在の経営を続けた場合、重要なライフラインである上下水道事業の

安定的なサービスの供給ができなくなるため、早急な経営改善に努めると

ともに、早期の料金改定が必要であり、住民への丁寧な説明と理解を得る

工夫が肝要である。 

〇施設の在り方について 

オーバースペックとなっている施設の存続については、将来像を踏まえ

たマネジメントが必要であり、今後は利用人口の減少で持続性に問題が

ある地区については、事業転換も検討した将来の事業環境に適した経営

プランが必要である。 

●答申を踏まえた経営改善に向けて 

・令和 6年 6月       上下水道料金改定について審議会へ諮問 

・令和 6年 7月～9月   上下水道料金体系の検討 

・令和 6年 10月       審議会から答申 

添付資料 有  ・  無 

予算対応 

既決予算額（又は新規要求額）  千円 

補正等追加予定額  千円 

合  計  千円 

所管課 上下水道課 

 

令和 6年度 

令和 6年 5月 31日 
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